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技術相談 

提供可能技術： 

・アスベストの分解・急速分解 

・アスベスト含有廃棄物の再資源化関連 

・ 

 

 

研究内容： アスベストの非繊維化・非アスベスト化による無害化 

１．従来技術                                 

アスベスト廃棄物は，飛散性廃棄物と非飛散性廃棄物に大別される． 

特に危険な飛散性アスベストについては，1500℃以上での溶融処理が 

一部実用化されているが，大部分は管理型処分場で埋め立て保管さ 

れ，処分場も満杯状態でもある．近年は，既建築物中の飛散性アスベ 

ストの除去は大きな負担を伴うことから，特殊樹脂を吹き付ける飛散防 

止対策が多く見られるようになった． 

 

２．従来技術に対する優位性  

従来の溶融に比べ，分解温度は 1000℃以下で，分解時間が 30 秒か 

ら 1 分と短時間で処理が可能である．右の写真は，アスベストの原石を 

崩したものが綿状に見える．スレート中のアスベストは，強度保持のた 

め太いアスベストが利用され，電子顕微鏡画像のようにアスベストの分 

解は困難です．少量の添加助剤を加えた場合，同様の分解条件でもア 

スベスト繊維は観察されません．また，塩素成分を含まないため，再利 

用が可能です． 

 

３．予想される応用分野  環境保全，廃棄物処理 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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Available Facilities and Equipment  

  

  

  

  

  

 

 

所属をこのテキストボックス内に記入。 

2 行にわたる記入も可能。  

英語版を作成しない場合は、 

この英語版ページを削除する． 



 

  

 


